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                Ｒ５．４ 進路課だよりＮｏ１ 文責：内藤 

 

進路課では、毎月進路課だより『羅針盤（らしんばん）』を発行します。保護者の皆様に進路に関す

る情報をお伝えしていきたいと思います。今号では、高等部卒業生の進路先情報とキャリア教育の原

点となる、あいさつの大切さについてお伝えします。 

 

令和４年度卒業生の進路状況 
 

【 】内は職種

【販売】
【製造】

【販売】

【製造】

【農業】

【製造】
【介護】

 

☆お知らせ☆ 

 小1～高２の保護者の皆様に、進路希望調査票を配布しました。記入例を参考にし、現段階で考えて

いることを記入してください。将来のことについては、５月の面談でも話題になると思いますので、心

配なことや気になることがあれば、担任に相談してください。 

 

福祉事業所の情報については、本日一緒に配布した「福祉事業所一覧」を御覧ください。  

詳細な情報については、学校ホームページより、ホーム＞進路＞事業所情報の順でクリック

していただき御覧ください。過年度、職場実習に御協力いただいた企業先一覧も、ホーム＞

進路＞職場実習＞職場実習先一覧で確認できますので参考にしてください。 



進路指導について ～あいさつの大切さ～ 

高等部卒業後の進路先として、福祉事業所や会社、訓練校など、様々な選択肢が挙

げられます。小学部から高等部を卒業するまでの12年間の指導を通して、どの進路

先に進んでも、地域社会で「充実した日々」や「豊かな生活」を過ごすことができる

ための基盤づくりや支援をしていきます。卒業後の長い人生で、児童生徒本人や家族

が笑顔で豊かな生活を送ることができるよう、保護者の皆様と一緒に考えていきた

いと思っています。 

卒業後「働けること」、「自立できること」が大きな目的の一つだと考え、日々の教

育を実践しています。ここで言う「働く」とは必ずしも企業等での就労のみを指すも

のではありません。また、「自立」も「職業的自立」や「経済的自立」のみを指して

いる訳ではありません。そして、「働く」ことと「自立する」こととは密接な関係が

あります。 

本人の希望や適性など、様々な要素により、卒業後に働く場はそれぞれ異なりま

す。「働く」ということを「自分の役割（責任）を果たし、誰かの役に立つこと」、そ

してそのことを自分自身が感じとり「自分が誰かの役に立っていると感じられるこ

と」と捉え、企業等への就職だけでなく、福祉施設等での作業や、生活支援を中心と

した福祉サービスを利用した生活を送ることも「働く」ことと考えられます。そのよ

うな生活を送る上での「働く力」を身に付けるために、どのような力を付けていけば

よいのか、ということが小中高12年間の中での大きな柱となります。 

企業や福祉施設で、特別支援学校の卒業生を受け入れる担当者から、これまで何度

となく聞いたことは、「仕事そのものは、職場に入ってから覚えても間に合う（教え

ることができる）」「それよりも『働くために必要な力』、『社会人として必要な力』を

在学中に身に付けておいてほしい」ということです。その「必要な力」の中で、特に

皆さんがおっしゃるのが「挨拶がしっかりできること」です。 

高等部卒業後の進路というと、小学部や中学部の保護者の方は、「まだまだ先の話」

とお考えかもしれません。また、「早くから進路を意識して」とは思いながらも、「小

学部のうちに何をすればよいのか…」とお困りの方もいらっしゃると思います。 

しかし、実は小学部のうちから準備できることはたくさんあります。むしろ、小さ

な頃から取り組んでおかないと、あとからではなかなか身に付かない、ということも

あります。その代表例となるものが「挨拶」です。 

挨拶を始めとする働くための基礎的な力は、学校だけで身につけるのは困難です。

日常の生活の中で繰り返すことで、本人の力として定着していくところが大きいも

のです。ぜひ、ご家庭でもご指導いただきますよう、お願いいたします。 

 

あ→明るく元気に 目を見て、ニッコリ☻ 

い→いつでも    気が付いたら 

さ→さきに     （自分から）する 

つ→続けて    今日も〇〇ですね 


